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た確定的ライ症候群12例.男7軌 女 5例.発症年齢は,

61JI月より6歳71)円,中央値2歳 5-吊~】.Stとlgt, I

で入院 した3例は保存的治療のみで2例は正常,I別は

てんか/Lと軽度知能障害を生 した.StこlgeltL')3例乱

交換輸血の 1例が死亡,血凍変換の2例は軽度から中等

度(I)知能障害を生 し'た.Stagem LLf)6例は.保存的治

療の2例が死亡 し,交換輸血の 1例と鹿渡変換の3例は

Ll例米卸窪精神運動発達遅滞を牛 Ltた.Stagenl -進

行 したライ症候群は予後不旗でありき審症が疑われる場

斜 二は,血祭交換や頭旺モニ 'I-.弓IJ合札 Stagen で

の横棒的な治療が必要と思われた.

12ト 慢fJ用干疾患 におけ る骨削嶺症と IIGF. そ

の他の成長困予 との関連をこついて
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∈晶葦寮舘 学新潟)

(三魚総合病院内科)

[目約 ･方法]慢性肝疾患と骨粗餐症の関連を明らか

にするために､肝硬蜜.慢性肝炎.その他'T)疾患におい

管,D王㌘ 法及び胸腰椎Ⅹ線厚生省分燐により骨髄慶を

測定 した.また骨塩塵減少群と非減少群をこおいて骨代謝

上(]う関連が推測さ/11る HGF,上･:GF.lGト1.llrトⅠ.Lyr,
lT,2､各種肝機能を比較 した.r結 軒 11.I)lP法LL_胸腰

醒X線厚生省分類には有意の相関関係があった.2.肝

疾患(.T)矧 隻が進むに-'→11骨塩巌も滅′レした.:i.肝硬督,

慢性肝炎において,骨塩盈減少群と非減少群をこ有意差の

認め られるものはなかったが, 骨塩盈減少群で EGF

は増加,CT,E翌は減少 しており,骨代謝に影響を与え

ている可能性が考えられた.

1割 いわゆ る 舶ヶ トソ体比野の基礎的検討
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充分な食事摂取と酸素の存在下で,健康成人において

も AKBR が 1.0未満を示 した例が多く存在 した. 二

の低値を示 した例は,採血困難例や大食家であった中こ

の事から摂取栄養量や不安因子が AKBR に影響を及

ぼすのではないかと検討 した. しか し,通常の食事では

閑適は認められなかった.初回採血時では諾回 田採血時

ipこ比 LAKBR は低値を示 した (p<0.日.症例iこおい

て KBC が高値を示すほど AKBR が低値を示した 毎<

0.0旺 肝細胞癌患者の治療や検査当日の施行前の採ぬ

時で安静時と比LAK漁 は低値を示 しKBCは高値 は㈱

ILnlOll艮 卜)を示 した Lp<0.0日.心臓 )):;--:7~-JL時

をニケ トソ体の前駆物質である NEFA の動きを検討 した

結果検査LJI一･-J'時に NEF̂ は全例で最高値を示 した.

しかし NEFA,KBC,AKBR の相関は認められなかっ

た.以上ス トレスが AKBR を低下 させる可能性が示

唆きれた.

1:い 肝疾′置｣二:畑 トる血清 ヒー′'IL11ン酸測定L7)意

義

波田野 徹 書市田 隆文 (新潟東学欝三内料)

ヒアルロン酸 くHA)は線維芽細胞より塵生され肝癌

洞内皮で分解 される.類洞内皮の機能障害を反映 し上昇

するとぎれる.今回我々は,肝組織における HA 碍局

私 産盤チ肝額洞毛細血管化, レセプタ-について検討

するため,HA 結合蛋白と (αSMA ,uEA弓,CD舶)

に封する単タロ-ソ抗体を用いた免疫組織化学を施行 し

た.血中 HA 億は線維化とともに上昇 した.HA は門

した.CD44は全ての疾患に発現 し, レセプタ-障害は

示瞭されなかった功UEA11は慢性肝炎活動塾の一部と

肝硬変に発現 し 肝叛洞毛細血管化の関与が示唆された.

慢性肝炎活動塾で転 HA の上昇を認めたが uEA｣ の

発現はな く,額洞での HA と αSMA の発現は肝硬

変より明らかであった.ぬ滴 HA 値は伊東細胞の線維

産生も反映ずると考えた.

15)肝の組織学的変化 を追跡 しえた Byler病 の

1例
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肝の組織学的変化より Byler病弧発例 と診断 した 1

例を報告 した.

症例は. 1才時iこ肝牌瞳 ･肝機能異常を指摘され そ

の後黄疫,皮膚薬療感,牌機能瓦進症,溶血性貧血が出

現 した.


